
防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

塚
山
古
墳
は
、
北
根
本
・

中
津
川
地
区
に
存
在
す
る

前
方
後
円
墳
で
、
墳
丘
の
大
き
さ

は
１
８
６
ｍ
。
茨
城
県
内
最
大
、

東
日
本
で
も
２
番
目
の
規
模
の
大

古
墳
で
す
。

　
で
は
、
埋
葬
さ
れ
た
の
は
ど
の

よ
う
な
人
物
な
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
埋
葬
施
設
が
発
掘
調
査

さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
平
成
25
年
度
に
物
理
探
査

（
レ
ー
ダ
ー
探
査
・
磁
気
探
査
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
後
円
部
墳
頂
で
は
、東
西
14
ｍ
、

南
北
６
ｍ
の
長
大
な
埋
葬
施
設
と

考
え
ら
れ
る
反
応
が
得
ら
れ
、
南

西
隅
に
は
鉄
製
品
の
埋
納
が
予
測

さ
れ
る
よ
う
な
反
応
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
前
方
部
墳
頂
で
は
、
東
西

８
ｍ
、
南
北
２
．
５
ｍ
の
埋
葬
施

設
の
反
応
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、

鉄
製
品
に
関
す
る
反
応
は
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
つ
ま
り
、
舟
塚
山
古
墳
に
は
、

①
後
円
部
と
前
方
部
の
両
方
に
埋

葬
施
設
が
存
在
す
る
、
②
後
円
部

側
に
は
鉄
製
品
が
多
量
に
副
葬
さ

れ
て
い
る
、
と
推
測
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
鉄
製

品
が
武
器
だ
と
す
る
と
、
武
器
を

多
量
に
副
葬
す
る
後
円
部
の
被
葬

者
を
男
性
の
政
治
的
・
軍
事
的
首

長
、
武
器
を
も
た
な
い
前
方
部
を

女
性
の
呪
術
的・宗
教
的
首
長
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
被
葬
者
に
つ
い
て
想

像
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
11
月
７

日
木
か
ら
、
舟
塚
山
古
墳
の
最
新

の
調
査
成
果
を
紹
介
す
る
企
画
展

を
開
催
し
ま
す
。

舟
塚
山
古
墳
と
そ
の
時
代

期
間 

／
11
月
７
日
木

　
　
　
　
　
　
　
～
２
月
２
日
日

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

（
石
岡
市
総
社
１
‐
２
‐
10
）

※
月
曜
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

図書館つうしん問 中央図書館　℡ 24‒1507

【11 月の休館日】 3 日日・4日月・11 日月・18 日月・23 日土・25 日月・28 日木
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舟

問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1323）

舟塚山古墳
　　　の被葬者 

石岡市立中央図書館

創立 130 周年記念イベント

　『しびれる短歌』や『回転ドアは、
順番に』（筑摩書房）で共著の、人気
短歌作家 2 人が図書館で対談。 

場所：中央図書館　読書室 
申込方法：11 月１日金から、電話か
図書館カウンターにて申込受付開始。

東直子・穂村弘対談「読書と読者」　日時：12 月１日日午後２時～ 

１
３
０
周
年
記
念
展
示

▼
中
央
図
書
館
一
階
に
お
い
て
企

画
展
示
「
長
峰
塾
」「
茨
城
県

初
の
裁
縫
学
校
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
＠
商
工
祭

▼
図
書
館
史
上
初
！

　
い
し
お
か
商
工
祭
に
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
を
出
店
し
ま
す
。 

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
と
は
？ 

図
書
館
で
、
古
く
な
っ
た
り
利

用
が
少
な
く
な
っ
た
本
や
雑
誌

を
、無
償
で
配
布
す
る
事
業
で
す
。

持
ち
帰
り
冊
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
各
自
持
ち
帰
り
用
の

袋
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

日
時
／
11
月
10
日
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

場
所
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

※
図
書
館
内
で
の
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
は
、
12
月
13
日
金
・
14

日
土
実
施
予
定
。

11
月
の
お
は
な
し
会

こ
ど
も
図
書
館
本
の
森

お
は
な
し
玉
手
箱　
２
日
土 

定
例
お
は
な
し
会　
16
日
土 

ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い　
14
日
木

※
時
間
は
す
べ
て
午
前
10
時
30
分
か
ら

 

中
央
公
民
館 

お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ

９
日
土　
午
後
２
時
30
分
か
ら 

▲舟塚山古墳
奥が後円部、手前が前方部
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東　直子
（歌人・作家）
早稲田大学文学
学術院文化構想
学部教授。
歌人として活躍
する一方作家と
しても活躍。

穂村　弘
（歌人・エッセ
イスト）
『鳥肌が』で講
談社エッセイ賞
受賞。現在多数
の雑誌に連載を
持っている。



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

石
岡
俚
謡
会若　

松　
　
川
崎　
洋
子

盆
に
並
ん
だ　
半
月
ス
イ
カ

　
種
を
飛
ば
し
た　
祖
母
の
庭

　
　
南　
台    　
　
香
倶
耶
姫

立
ち
居
振
る
舞
い　
仕
草
も
決
め
て

　
に
わ
か
茶
人
の　
悦
に
入
る

国　
府　

    

坂
下　
蜻
蛉

ラ
ジ
オ
体
操　
広
場
の
子
ら
に

　
老
け
た
新
顔　
仲
間
入
り

東
大
橋　

    

醍
醐　
正
夫

夏
の
暑
さ
を　
花
火
が
散
ら
し
ゃ

　
川
に
涼
し
く　
消
え
る
星

山　
崎　
　
若
色　
　
茂

暑
中
見
舞
い
に　
水
分
ほ
き
ゅ
う

　
わ
す
れ
な
い
で
と　
孫
の
文
字

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
　
東
光
台　
小
泉　
ち
よ
子

新
涼
や
今
日
の
私
の
心
電
図

府　
中　
　
土
井　
湧
輔

遥
か
よ
り
ひ
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ
父
母

の
声

東
光
台　
　
福
田　
泰
夫

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
あ
る
顔
敬
老
日

　
石　
岡　
　
森
田　
愛
子

診
察
券
束
ね
る
ほ
ど
や
夏
の
暮

　
　
山　
崎　
　
若
色　
　
茂

日
陰
か
ら
日
陰
へ
老
母
草
む
し
る

や
さ
と
俳
句
会

柿　
岡　
　
岡
村　
素
泡

栗
の
毬
割
れ
て
三
個
の
実
を
孕
み

瓦　
谷　
　
國
谷　
南
風

山
陰
の
風
の
ほ
そ
径　
萩
の
花

　
嘉
良
寿
理　
島
田　
美
沙
生

風
音
も
水
音
も
幽
か　
山
の
秋

俳
句

石
岡
短
歌
同
好
会

南　
台　
海
老
澤　
明
子

通
り
過
ぎ
し
青
田
の
か
な
た
に
残

り
を
り
今
は
住
む
人
あ
ら
ざ
る
わ

が
家

大　
砂　
藤
岡　
み
つ
子

百
歳
を
二
つ
も
こ
ゆ
る
う
た
人
は

今
日
も
娘
に
指
示
を
出
し
て
い
る

〈
短
歌
〉

石　
岡　
　
赤
津　
　
貞
行

愚
痴
言
わ
ぬ
妻
の
大
声
子
を
育
て

　
我
を
叱
咤
し
と
て
も
頼
も
し

柴　
内　

  　
羽
生　

  　
俊

嫁
ぐ
来
て
農
業
一
筋
七
十
年

心
身
疲
れ
土
に
別
れ
を

文芸いしおか

　
山　
崎　
　
若
色　
　
茂

コ
ロ
ッ
ケ
を
経
木
で
包
む
昭
和
あ

り
経
木
を
知
ら
ぬ
人
あ
ま
た
居
り

八
郷
短
歌
会

　
山　
崎　
　
鈴
木　
　
菫

何
処
よ
り
移
り
来
た
る
や
白
百
合

の
広
き
畑
中
に
楚
々
と
咲
き
つ
ぐ

山　
崎　
西
口　
は
ま
子

あ
の
場
所
は
ジ
ン
ジ
ャ
ー
こ
こ
は
銀

木
犀
と
香
り
に
出
会
ふ
三
キ
ロ
の
道

総　
社　
　
　
暁　
　
夢
華  

温
い
情
け
の　
ロ
ボ
ッ
ト
知
る
や

　
一
人
暮
ら
し
の　
友
と
な
る

川　
又　
　
前
島　
　
節
子

津
波
原
発　
８
年
過
ぎ
て

　
な
お
も
心
に　
黒
い
影

細　
谷　
　
髙
橋　
　
真
希

母
の
定
年　
祝
っ
て
父
が

　
連
れ
て
歩
い
た　
温
泉
地

東
石
岡　
　
惣
野
代　
英
子

蝉
の
一
生　
短
い
命

　
残
る
未
練
を　
鳴
き
あ
か
す

い
し
お
か
川
柳
会

石　
岡　
　
石
塚　
　
芳
華

故
宮
展
翡
翠
に
栄
華
語
ら
せ
る

小　
幡　
　
岡
野　
は
つ
子

同
窓
会
締
め
は
校
歌
の
大
合
唱

　
　
総　
社　
　
小
林　
　
　
凪

目
標
の
親
の
歳
超
え
新
た
な
日

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文化協会だより
　昭和 32 年 12 月、清藤会（宮下町）が民
謡舞踊団の結成式を挙げて発足したことが
民謡舞踊団体の誕生となりました。当時の
会員数は 30 名程度でした。この翌年から、
2 年に 1 回、民謡踊りの発表大会を開催し
ていきました。 昭和 43 年 5 月、石岡市民
会館が完成し、その落成式に出演するにあ
たり、石岡市民謡舞踊連合会が結成されま
した。その落成式のこけら落としに併せて
第 1 回文化祭が開催され、本会は石岡市民
謡舞踊連合大会として参加しました。 な
お、参加団体・会員数は昭和 63 年がピー
クで 35 団体 750 人となっていました。

会員数：約 200 名
年会費：1,000 円（文化祭・夏祭り大会に
参加する場合、舞踊一曲 2,000 円・民謡一
曲 1,500 円）
問石岡市民謡舞踊連合会 ℡ 23-9983（西牧）

大正琴体験講座
日時：11 月 13 日・27 日・12 月 11 日・25 日水
　　  午後 1 時 30 分～ 3 時 
場所：国府地区公民館
参加費：無料
問石岡大正琴愛好会
　℡ 24-0588（沖田）

第 15 回
石岡市民謡舞踊連合会

川
柳
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